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授与番号 甲第 1860 号 

 

論文内容の要旨 

 

Basic verification of β-D glucan in leukocyte-rich plasma for the diagnosis of deep 

mycosis 

（深在性真菌症診断のための多白血球血漿におけるβ-D glucanの基礎的検証） 

(下山賢，菅重典，高橋学，森野豪太，山田裕彦，井上義博，稲田捷也，遠藤重厚) 

（Journal of Infection and Chemotherapy 53巻，令和 3年 3月掲載） 

 

 

Ⅰ．研究目的 

深在性真菌血症の血清補助検査は，本邦で保険適応されているβ-D glucan（以下 BDG）

が選択されることが多い．測定法にはワコー法やファンギテック Gテスト MK法（以下 MK

法），マルハ法などがあるがカットオフ値により様々な検査精度の報告がある．現行法は

検体材料として，遠心分離した血漿である多血小板血漿（Platelet-Rich-Plasma以下：PRP)

を用いているが，真菌は白血球に結合または貪食されるため，血漿のみを測定する事とな

り，菌体の BDG量を測定しているとは言い難く偽陰性の要因となる．また，アルブミン製

剤投与や医療資材汚染などの要因により偽陽性となることが知られている．この度，血球

分離剤であるヒドロキシエチルデンプン製剤（以下 HES製剤）を用い赤血球のみを沈降さ

せ，多白血球血漿（Leukocyte-Rich-Plaasma：LRP)を作成し，血漿および真菌成分を含ん

だ白血球の BDG量を測定し偽陰性を抑え，PRPと LRPの BDG量を比較することで偽陽性検

体との鑑別を可能にし，深在性真菌症の診断率向上が可能であると考えた． 

 

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

 ①HES 製剤そのものに非特異的反応による偽陽性が無いことを確認②HES 製剤を健常血

液と混和させ LRPにおける偽陽性はないことを確認③in vitroにおける偽陽性検体と真の

陽性検体を作成し，それぞれ PRP-LRP間の BDG量を比較検証し基礎的検討をする． 

1. HES製剤のみの BDG量の検討 

HES製剤 0.1mlに直接前処理を加え，ワコー法を用いて BDG量を測定した． 

2. 健常者血液における PRP，LRPの BDG値の検討 

ボランティア健常者（n＝10）の全血 0.5ml を用い PRP と LRP それぞれの BDG 量を測

定し比較した． 

3. アルブミン製剤混和血液における PRP-LRP間の BDG値の比較 

ボランティア健常者（n＝10）のヘパリン加全血 0.49mlにアルブミン製剤 0.06ml（25%

赤十字アルブミン:赤十字社）を 37.0℃で 2時間混和させた．その後，PRP法，LRP法

をそれぞれ行い BDG量を測定し比較した． 

4. ガーゼ絞り液添加血液における PRP-LRP間の BDG値の比較 
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ボランティア健常者（n＝10）のヘパリン加全血 0.49ml にガーゼ絞り液 0.01ml を

37.0℃で 2 時間混和させた．その後，PRP 法，LRP 法をそれぞれ行い BDG 量を測定し

比較した． 

5. 真菌混和血液における PRP-LRP間の BDG値の比較 

ボランティア健常者（n＝10）のヘパリン加全血 0.49ml に，調整した濃度の真菌液

0.01mlを 37℃で 2時間混和させた．その後，PRP，LRPそれぞれの BDG量を測定し比

較した． 

6. BDG-ratioの比較検討 

BDG-ratio は LRP-BDG値を PRP-BDG値で除した値と定義した．ここでは結果 3.4.5に

おける BDG-ratioを算出し比較した． 

7. 白血球数及び真菌貪食増数の比較 

真菌混和血液におけるPRPとLRPをそれぞれ10μLずつ採り，グラム染色し検鏡した．

検鏡による白血球数および真菌貪食像数を目視確認でカウントし，各々比較した． 

 

 

Ⅲ．研究結果 

1. HES製剤のみでの BDG量 

HES製剤のみでは全て低値であり，異常高値は認められなかった． 

2. 健常者における PRPと LRPの BDG値の比較検討 

健常者血液における PRP-LRP間に有意差はなく，異常高値は認められなかった． 

3. アルブミン製剤混和血液における PRP-LRP間 BDG値の比較検討 

アルブミン製剤混和血液における PRP-LRP間の BDG値に有意差は認められなかった． 

4. ガーゼ絞り液添加血液における PRP-LRP間 BDG値の比較検討 

ガーゼ絞り液添加血液における PRP-LRP間の BDG値に有意差は認められなかった． 

5. 真菌混和血液における PRP-LRP間 BDG値の比較検討 

真菌混和血液における PRP-LRP間では LRPの BDG値が有意に高値であった． 

6. BDG-ratioの算出と比較 

結果 3．4．5．から BDG-ratio を算出すると，アルブミン混和血液・ガーゼ絞り液添

加血液ではそれぞれ 0.99±0.04，1.10±0.22であったが，真陽性検体では 1.83±0.36

となった．真陽性検体での BDG-ratioが偽陽性検体と比較し優位に高値であった． 

7. 真菌混和血液における PRPと LRP検体検鏡による真菌貪食像数の比較検討 

真菌混和血液における PRP と LRPをグラム染色し検鏡すると，LRPは PRPに比べ真菌

成分・白血球成分を多く含み，白血球の貪食像もより多く認められた． 

 

 

Ⅳ．結  語 

PRP，LRP単独の測定は白血球の真菌貪食の有無に関わらず，偽陽性要因を含めば陽性値と

なり，実臨床では判断が難しい．しかし PRPと LRPを両方測定し BDG-ratioを算出すると，

真菌混和血液と偽陽性検体であるアルブミン混和血液，ガーゼ絞り液混和血液との間で有

意差が生じた．深在性真菌症において，LRP 検体による BDG 測定は偽陰性要因を解消し，

また，LRPと PRPを同時測定し BDG-ratioを算出することで偽陽性要因を解消し，実臨床

においてより高精度となる可能性がある．今後，臨床研究を進め成果を報告予定である． 
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